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道路事業の推進及び整備促進について 
 

道路は最も基礎的な社会資本であり、安全で快適な国民
生活と活力ある経済社会を実現するため、必要不可欠で、
また、熊本地震のような自然災害や原子力発電所の事故な
どの発生時には、既存道路が機能を十分に発揮できないこ
とが心配されており、「命の道」として人々の移動や物流を
確保し、救急医療にも対応するために代替道路や避難ルー
トの整備が求められています。 
 特に、鉄道等の他の交通体系が脆弱な地方においては、
道路は地域住民の日常生活と密接な関係にあり、整備を求
める地域住民の声には切実なものがあります。 

しかしながら、その整備状況は都市部に比べると、大き
く立ち遅れ、広域的な地域間交流・連携の障害となってお
り、「国土の均衡ある発展」には程遠い状況となっています。 

つきましては、中央と地方の交通移動環境格差を十分認
識され、これまで以上に地方の声や実情に配慮していただ
き、２１世紀の活力ある地域づくりのため、次の事項に特
段の御配慮を賜りたく、強く要望します。 
 
 
(1)  地域発展のために必要となる社会資本整備のための公共事

業費を増額するとともに、令和２年度の道路予算は前年度を
上回る規模で確保すること。また、老朽化する道路インフラ
の適切な維持管理ができるよう老朽化対策予算を別枠で確保
すること。 
 

(2)  「地方創生」、「国土強靭化」や「生産性向上」を図るため、
重要物流道路を早期に指定し、多軸型国土構造の基礎となる
地域連携軸を形成する上で、その交通基盤の中核となる地域
高規格道路などの広域交通ネットワークの積極的な整備を一
層推進すること。 

 

(3)  災害に強い国土・地域づくりのために、防災対策の促進と
代替性の高い道路ネットワークの整備を推進すること。 

 

(4)  地方が真に必要としている道路整備を計画的かつ着実に推
進すること。 

  

2



有明海沿岸地域の幹線道路整備について 

 
 有明海沿岸地域の環状高速交通ネットワークの空白区
間である鹿島市から諫早市までの区間について、重要物
流道路・地域高規格道路としての路線指定及び、有明海
沿岸道路や島原道路等と一体となった広域道路ネットワ
ークの整備をお願いします。 

 
（理 由） 

佐賀県鹿島市、太良町、長崎県諫早市の地域は、幹線道路が一般国道

２０７号のみであるため、平成２８年４月の「熊本地震」や平成２９年

の「九州北部豪雨」、昨年の「平成３０年７月豪雨」のような災害

時、さらには、原子力災害の事故等に備えた避難路としても、人々の

移動や物流を確保し、救急医療にも対応できる「命の道」としての代替

道路や避難ルートの整備が求められています。 

 有明海沿岸地域の福岡県、熊本県、佐賀県、長崎県の各地域において

は、現在、沿岸地域を環状に結ぶ高速交通ネットワークを形成する 5 本

の地域高規格道路の整備が着々と進められていますが、鹿島市、太良町

から諫早市までの区間は、空白区間となっています。 

このように環状交通網が途切れた状況では、本来の機能を発揮できず

「人・物・情報」の動きが鈍く、災害に強い道路ネットワーク、広域的

な交流・物流ネットワークなど平常時・災害時を問わない安定的な輸送

が難しい状況にあるほか、この区間は、九州横断自動車道、長崎空港、

九州佐賀国際空港などの高速交通施設へのアクセスが不充分なことから

も地域の一体的発展の障害となっています。 

 これらの諸問題を解消し、災害に強い道路の整備と有明海沿岸地域の

一体的な発展を図るためには、鹿島市、太良町から諫早市間において、

地域間の相互交流及び連携機能を有する高速交通ネットワークの早期整

備が必要であることから、本年度内に予定されている「重要物流道路の

２次指定」及び「地域高規格道路等の再編・指定」において路線指定を

お願いするとともに、一日も早く、本区間について、「地方創生」、「国土

強靭化」や「生産性の向上」を図るため、有明海沿岸道路や島原道路等

と一体となった広域道路ネットワークの整備をお願いします。 
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大規模災害にも備えた防災機能強化！
～有明海沿岸道路「鹿島～諫早」をつなぐ～

地域の安全・安心を向上！

「大規模災害に対応できる防災力」
避難時に安全、安心に移動するための「道路」が必要です。

5km圏

30km圏
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『玄海原子力発電所』
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ト
の
強
化

⻑崎空港

○玄海原発の５０km圏域にも、

主要な市部（鹿島市など）が

存在。

鳥栖JCT

筑紫野IC
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久留米IC
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八女IC
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町
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須恵SIC

福岡IC

○より遠方へのスムーズな
避難を可能とするため、
規格の高い道路を利用した
避難ルートが望ましい。

○鹿島市～諫早市間の有明海
沿岸地域には、幹線道路が

国道207号一本しかない。
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50km圏

森山東IC
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芦刈IC

久保田IC 嘉瀬南IC

大川東IC

柳川西IC
徳益IC

大和北IC

大和南IC

高田IC

黒崎IC

大牟田北IC

健老IC

大牟田IC

三池港IC

大川地区
2,514人

大坪地区
7,805人

立花地区
7,672人

太良町役場

鹿島市

E34

E35

E3

～ピックアップ～
遠方への避難が必要な時

◆３０km圏の外側では、各地域での空間放射

線量の測定結果に基づき、避難が必要な地域

を特定して避難などの実施が判断されます。

※30km圏内は避難計画を策定している地域

《佐賀県 原子力防災の手引き：2016年3月》

◆福島原発の原子力災害では、約５０km圏に

位置する飯館村も避難地域になりました。

《東日本大震災の記録と復興への歩み》
平成25年3月 福島県

鹿島市役所

諫早市役所

避難判断の基準 とるべき対応

毎時20マイクロシーベルトを超える地域 •１週間以内に避難（一時移転）

毎時500マイクロシーベルトを超える地域 •１日以内に避難

凡 例

開通済

事業中

調査中

調査中
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国立病院機構 嬉野医療センター

佐賀県医療センター好生館

杵藤地区消防本部
鹿島消防署

杵藤地区消防本部
太良分署

国立病院機構 長崎医療センター
国道２０７号（太良町）と救急車両

※杵藤地区消防本部合意のもと合成表現しています

助 か る 『 命 』 を 守 り た い ！
～有明海沿岸道路「鹿島～諫早」をつなぐ～

『地域医療』を支える、高速救急搬送を!!

「高速道路ネットワーク整備が地域の救急医療を変える」
命を守る、医療を支えるための｢道路｣が必要です。

国立病院機構
嬉野医療センター

東そのぎIC

武雄南JCT

武雄北方IC

多
久
IC

諫早市

九州佐賀国際空港

有

明

海

佐賀大学医学部
付属病院

佐賀県医療センター好生館

国立病院機構
嬉野医療センター

嬉野IC

大村IC

諫早IC

長
崎
多
良
見
IC

鹿島市

佐賀市

伊万里市
唐津市

多久市

武雄市 筑後市

柳川市

嬉野市

大村市

大町町

東彼杵町

太良町

鹿
島
・
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良
・
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速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
白
区
間

３次救急
医療施設

H25.5 水ヶ江より
嘉瀬町に新築移転

整備済

諫早消防署

出動場所

諫早消防署
多良見分署

国立病院機構
長崎医療センター

杵藤地区消防本部
太良分署

杵藤地区消防本部
鹿島消防署

諫早消防署
高来分署

地
域
の
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
拡
充

白石町

諫早消防署
西諫早分署

病院移転と有明海沿岸道路
(嘉瀬南IC～芦刈南IC)整備後

に、鹿島市からの搬送件数
が増加

森
山
東
IC

愛
野
IC

芦刈南IC

芦刈IC

嘉瀬南IC

島原IC

久保田IC

長崎芒塚IC

E34

E35
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現況 整備後

救急搬送件数（太良町）

※杵藤地区広域市町村圏組合消防本部(R1.6)

（件/年）

太良町から嬉野医療センター

諫早市から長崎医療センター

救急搬送件数（諫早市）

※諫早消防署ヒアリング(Ｒ1.6)

（件/年）

所要時間が短縮
杵藤地区消防本部

太良分署 から

杵藤地区消防本部 ヒアリング：2019年6月

（分）

60分

有明海沿岸道路
「鹿島～諫早」が
整備されると…

41分

佐賀県平均

約46分（H27実績）

※出動場所は最遠地(県境)を想定、H27全国道路街路交通情勢調査で算出
※佐賀県平均の出典：H28年版救急・救助の現況[総務省]

19分短縮

（分）
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現況 整備後

所要時間が短縮
諫早消防署
高来分署

国立病院機構
長崎医療センターから

73分

42分

※出動場所は最遠地(県境)を想定、 H27全国道路街路交通情勢調査で算出

※長崎県平均の出典：H28年版救急・救助の現況[総務省]

長崎県平均

約47分（H27実績）

31分短縮

有明海沿岸道路
「鹿島～諫早」が
整備されると…

子育て中の母親としては、

諫早まで早く行けると病院

の選択肢も増えて安心で

きる。

●地元の声

太良町ヒアリング
：2017年8月

～ピックアップ～
有明海沿岸道路の整備により、
救急搬送先の選択肢が拡大

（件/年） 鹿島市から好生館へ
搬送件数が増加

H25.5好生館が

有明海沿岸道路
IC付近に移転

H25 H26 H27 H28

＜所要時間＞

約51分 約33分

凡 例

開通済

事業中

調査中

調査中

74 70

89

111 111

0

20

40

60

80

100

120

H26 H27 H28 H29 H30

H29

8

23

18 19

15

23

0

10

20

81 85
73 70

93

0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29 H30

小
船
越
IC

栗
面
IC

吾
妻
西
IC

H30

7



佐賀県

福岡県

長崎自動車道の利用

福岡空港まで約125km
4,410円（片道）

東京へ

東京へ

福岡空港

鹿島市

東京都中央卸売市場 取扱量シェア

全国No.２

E3

有明海産『コハダ』の輸送距離短縮
～有明海沿岸道路「鹿島～諫早」をつなぐ～

荷傷み軽減、より新鮮なまま東京へ！

江戸前鮨に欠かせない有明海産の『コハダ』
東京への新鮮な出荷を支えるための「有明海沿岸道路」が必要です。

諫早市

⻑崎空港

E34

有
明

海

有明海沿岸道路の利用

九州佐賀国際空港まで

約65km 無料

竹崎港

九州佐賀
国際空港

コハダ漁場

◆空港までの輸送距離が大幅に短縮されることに

より、キズなどで傷みやすい『コハダ』 の鮮度を

保持し、更なる価値向上に期待がよせられる。

資料：東京都中央卸売市場統計年報（H30実績）

太良町⽵崎港で⽔揚げされる有明海産『コハダ』

～ピックアップ～
有明海産『コハダ』の価値向上に期待

『江⼾前鮨（コハダ）』

有明海沿岸道路の利用
福岡空港まで

約115km
3,260円（片道）

E34

『伝統漁法 投網漁』

『有明海のコハダ』

鹿
島
・
太
良
・
諫
早

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
白
区
間

有明海
（太良町）

東京

長崎県

熊本県

【利用IC】
現状：武雄北方IC→太宰府IC→福岡都市高速（半道橋IC）
整備後①：佐賀大和IC→太宰府IC→福岡都市高速（半道橋IC）

凡 例

開通済

事業中

調査中

調査中

輸
送
距
離
の
短
縮

太良町

佐賀
（太良町）

33％

その他
12％

千葉
11％

熊本
38％

長崎
6％

（H30年実績）

約1.3億円

取り引き額は
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● 特産の「コハダ」漁業に係る有明海沿岸道路への期待、地域の活性化に繋げたいとの思いから開催。
● 有明海沿岸道路の整備により、出荷輸送距離の短縮に期待！

コハダ漁師座談会〜私たちの有明海沿岸道路どう使いたい〜の様⼦

『 コハダ漁師座談会』

●「コハダ漁師の妻勉強会」ではコハダで竹崎に人を

呼び込むための料理研究などに取り組んでいる。

●小売りの販路を広げたいが家事など時間制約がある。

早く移動できる道路があれば効率よく捌ける。

竹崎の漁師たちが行う「投網漁」

は、手を触れずに獲る伝統技術。

この点で他と鮮度がちがう。

●獲りすぎてコハダの数が減らないように水揚げ量

を調整し、品質・価値を落とさず漁場を守ってき

た。守りながら伝え続けている事が、東京市場で

も受け入れられているのではないか。

「佐賀県太良町⽵崎地区 コハダ漁師座談会 2017.8.30開催」より

有明海沿岸道路が必要です。
地域の漁業発展のため、私たちには

有明海の漁業を支え発展させるための
「有明海沿岸道路」が必要です。

●投げ網漁は直接魚を触らないため鮮度が保たれる。

コハダは手で触ると傷みやすい魚。

氷を入れて箱詰めするので、荷傷みせず鮮度を保つ

には輸送距離をもっと短くする事が必要。

～ピックアップ～ 伝統漁法『投網漁』
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高速道路からのアクセス向上が鍵！
～有明海沿岸道路「鹿島～諫早」をつなぐ～

自然豊かな太良温泉への来訪を期待!!

「高速道路からのアクセス向上が将来の旅館業発展の鍵」
太良温泉を支え発展させるための｢道路｣が必要です。

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
白
区
間

諫早市

鹿島市

武雄市

嬉野市

大村市

東彼杵町

太良町

E34

太良温泉地域

・移動時間の短縮で、修学旅行生

などの新規集客増を期待。

女将の期待の声

佐賀県では、外国人入込客数が

増加傾向にあり、観光需要が高

まっています。高速ネットワーク

からのアクセスが向上することに

より、太良温泉地域への来訪客

増加が期待されています。

『星降る露天』

『有明海の朝⽇』 『有明海を望む』 『⾃慢の蟹御膳』

武雄北方IC

諫早IC

佐賀は中国人観光客から、きれい

な空気を吸う『洗肺』ができる場所

として人気が高まっている。

ピックアップ

『洗肺』スポットとして人気上昇

2012年～2016年で

約5.1倍
増加

【佐賀県を訪れる外国人】

出典：RESAS 外国人訪問分析 都道府県 年間データ

出典：佐賀新聞 2019.7.8 19面

シーフェイ

シーフェイ

・近隣市からの通勤時間も短縮されるため、

労働力不足の解消に希望が持てる。

E35

鹿
島
・太
良
・諫
早

女将から課題の声

・宿泊客の約６割が高速道路を利用

されるが、ＩＣから１時間掛かるので

敬遠されがち。

整備後は

所要時間が短縮!!

※ H27全国道路街路交通情勢調査より算出

約16分短縮

約64分

［整備前］

所要時間｜武雄北方IC⇒太良温泉地域

約48分

［整備後］

約39分短縮

所要時間｜諫早IC⇒太良温泉地域

約68分

［整備前］

約29分

［整備後］

※ H27全国道路街路交通情勢調査より算出
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旅館業の未来のため、私たちには
「太良温泉（女将の会）座談会」 ２０１９．１．２３開催」より

有 明 海 沿 岸 道 路 が 必 要 で す 。

太良温泉（女将の会）座談会～わたしたちの有明海沿岸道路をどう使いたい～」の様子

●九州各地に温泉はあるが、太良は朝日や星空がきれい。
地場ものの魚介類が魅力で、なかでも竹崎カニが一番の魅力です。

●来られるお客さまの約９割程度が自家用車やレンタカーで来られ、そ
のうち約７割は高速道路を利用。
高速道路ICから１時間以上かかるのでは遠すぎて敬遠されがちです。

●有明海沿岸道路の整備で高速道路からのアクセス性が向上することが、
旅館業の未来にとっては鍵です。

▼冬場のイメージが強いカニですが実は年中
おいしい！特に夏場の雄はおススメです！

●お客様が増えてほしいですが、一方
で働き手不足も深刻です。

●有明海沿岸道路が整備されれば、近
隣市町からの通勤が楽になり、働き
手解消の希望が見える。

●修学旅行生を受け入れたいが、高速道路へのアクセス性の悪さから
早朝の出発となり児童に負担をかける結果となる。

●有明海沿岸道路が整備されれば、移動時間の短縮となり修学旅行の
集客につながる可能性がある。

太良温泉を支え発展させるための
「有明海沿岸道路」が必要です。
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有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会  
 

会 長  長 崎 県 諫 早 市 長  宮 本 明 雄  

副会長  佐 賀 県 鹿 島 市 長  樋 口 久 俊 

監 事  佐 賀 県 太 良 町 長  永 淵 孝 幸 

会 員  長崎県諫早市議会議長  田 川 伸 隆 

 〃   佐賀県鹿島市議会議長  角 田 一 美 

 〃   佐賀県太良町議会議長  坂 口 久 信 
 
 

鹿島市

太良町

諫早市

佐賀県

長崎県  

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

有

明

海
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